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学校名 岩見沢市立第二小学校 

校長名 和 田 知 子 教職員数     ２１名 

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 特別支援 合 計 

学級数 １ １ １ １ １ １ ３ ９ 

児童生徒数 ２０ ２４ ２０ １３ １９ ２５ １３ １３４ 

住 所 岩見沢市上幌向南３条７丁目６２４番地 

電 話 ０１２６－２６－１５０４ 

ＦＡＸ ０１２６－２６－２１９８ 

ＵＲＬ https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/soshiki/daishogakko/4574.html 

ｅ－ｍａｉｌ dainis@edu.hamanasu.com 

 

Ⅰ 学校教育目標   

      「心身健やかに、よく考え、協調し合う子の育成」  

 

【目指す姿】・学び合う子 ・認め合う子 ・磨き合う子 

 

Ⅱ 中期及び単年度の具体的目標 

１ 新しい時代に対応できる力の育成 

（１）１人１人の子どもを主語にした授業づくり 

（２）授業時数特例校制度を活用した特色ある教育課程の実施 

（３）１人 1人を大切にした教育の推進 

２ 豊かな人間性の育成 

（１）支持的・親和的風土を基本とする学級経営の推進 

（２）道徳教育の充実 

（３）岩見沢型ピア・サポートの実践の充実 

３ 健やかな体の育成 

（１）基礎体力や運動能力を育む体力向上の推進 

（２）基本的生活習慣の定着 

４ 安心・安全な学校づくり 

（１）互いを認め、高め合う人間関係づくり 

（２）安全教育の推進 

（３）安心・安全な教育環境の整備 

５ コミュニティエリアを基盤とした地域連携・小中連携 

（１）上幌向 CAの「目指す子ども像」を実現する取組の推進 

（２）上幌向地区の授業づくり 

６ 働きがいのある職場づくり 

（１）学校運営への参画意識の向上 

（２）経験年数やライフステージに応じた研修機会の充実 



 

（３）働き方改革の推進 

 

 目指す子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 各種具体的な計画 

（１）１人１人の子どもを主語にした授業づくり 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、教師主導から学習者主 

体による授業の転換 

・子どもとの対話により、「教える」べきことを教え、「考えさせる」べきことを考えさ   

せる授業の展開 

  ・「学習スキル」の向上と「学習規律」の徹底 

・子どもの評価・定着の確認の徹底 

  ・ICTを効果的に活用した授業づくり 

（２）授業時数特例校制度を活用した特色ある教育課程の実施 

  ・総合的な学習の時間における探究的な活動の充実 

  ・探究的な視点でより深く学ぶ活動の推進 

  ・「自ら問題を発見、情報収集、活用しながら解決を目指す」学習の推進 

 （３）１人 1人を大切にした教育の推進 

・「わかる」「できる」を保障する個に応じたきめ細やかな指導の充実 

・1 人 1 人のよさや可能性の伸長と教育的ニーズにこたえた特別支援教育 

・子どもの多様化や適応状況を踏まえた適切な指導 

（４）支持的・親和的風土を基本とする学級経営の推進 

・よりよい人間関係を築くための挨拶・言葉遣い・礼儀の日常化 

・対話を重視し、他者を思いやり主体性のある児童の育成 

・教師と児童、児童と児童の信頼関係の構築 

 



 

（５）道徳教育の充実 

・指導の重点を明確にした「考えて議論する」道徳の推進 

・思いやりあふれる人間関係の土台づくりに向けて、道徳科の授業を「要」とした道徳 

教育、人権教育の推進 

（６）岩見沢型ピア・サポートの実践の充実 

・計画的なピア・サポートの実践（朝ピア・全校ピア） 

・社会性と情動の学習（ＳＥＬ）の実践 

・ポジティブな行動支援（ＰＢＩＳ）の日常実践 

（７）基礎体力や運動能力を育む体力向上の推進 

・体力・運動能力の向上へつなげる体育授業の工夫 

・体力の向上と共に目標に向かって粘り強く最後まで立ち向かう体験の充実 

・日常的に運動に取り組める環境整備の推進 

・外遊びの励行、休み時間の遊びや集団遊びの工夫など継続的な手立て 

（８）基本的生活習慣の定着 

・家庭と連携した基本的生活習慣「早寝・早起き・朝ご飯」の定着 

・望ましい食習慣や健康への意識を高める健康教育の推進 

・意欲、集中、安心につながる清潔で落ち着いた学習環境づくり 

・食に関する指導の充実 

（９）互いを認め、高め合う人間関係づくり 

・いじめの未然防止・早期発見・早期解決 

・「いじめはどんな理由があっても許さない」日常的な指導 

・生徒指導研修の充実、予防的生徒指導の実践 

・情報モラル教育と家庭と連携した指導の徹底 

・全職員による日常的な児童観察と情報共有によるいじめ・不登校等への組織的対応 

・SC や SSW、関係機関と連携し児童、保護者の抱える課題に対する教育相談の充実 

（10）安全教育の推進 

・避難訓練、防犯教室、交通安全指導等による、危機回避における判断力・実践力の育 

 成 

・「安全マップ」の活用による、登下校時や下校後の安全指導・安全確保 

・感染防止対策の徹底 

（11）安心・安全な教育環境の整備 

・危機管理体制の整備 

・危機管理マニュアルの充実と周知徹底 

・健康状況調査の情報共有と個に応じた配慮事項の共通理解 

・食物アレルギー児童への確実な対応 

（12）上幌向 CAの「目指す子ども像」を実現する取組の推進 

・小中学校の円滑な接続に向けて「めざす子ども像」を共有 

・学校だより・授業参観・学校行事等の機会を通して学校経営ビジョンの浸透 



 

・学校運営協議会（コミュニティ・エリア）の意見を参考に経営改善を図る 

・関係機関・団体と連携し、地域の人的・物的資源を積極的に活用 

（13）上幌向地区の授業づくり 

・探求型授業をベースとした上幌向中学校区の授業づくり研究 

・中学校との交流（クリーン作戦・出前授業・歌声集会） 

・日常的な情報交流 

・授業参観（参観日・授業交流・各行事） 

（14）学校運営への参画意識の向上 

・学校力、チーム力の強化～共通理解、共通指導、組織的対応 

（15）経験年数やライフステージに応じた研修機会の充実 

・授業交流、授業公開、各研修会参加・還流 

・今日的課題に対応した研修 

（16）働き方改革の推進 

・コアチームを核とした働き方改革の推進 

・ICTを活用した校務、会議の効率化、会議、行事の精選・統合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ 各種評価結果と改善策 

《R7後期 保護者アンケート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《R7後期 児童アンケート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《R7後期 教職員アンケート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

・概ね学校は楽しく、友だちと楽しく過

ごすことができていると見ることが

できる。 

・生活リズムや運動、外遊び（保護者で

顕著）についてはやや課題が見られ

る。 

・保護者と教職員では家庭学習につい

て課題があるという見方が一致して

いる。 

・学校の様々な取組（ピアサポートやい

じめに関する取組）は保護者に一定

の理解を得ることができている上

に、児童の学校生活についてもいい

影響を与えていると考えることがで

きる。 

・あいさつの項目については児童の評

価（高い）と保護者の評価（低い）に

大きな開きが見られる。 

・学習の理解度（学力値）とゲーム・動

画の視聴時間について相関が見られ

るのか、NRT の数値と併せて分析す

る必要がある。また、児童が申告して

いる学習時間については、正確な数 

値はとりにくいと感じている。 

 



 

Ⅴ 学校関係者評価を受けての改善策等 

 １ 学校関係者評価の集計結果 

【評価項目】 

 

【評価結果 数値】 

 

 

 



 

【評価結果 記述】 

  項目 
評価の観点 

（質問文） 
感想・意見 

1 

子どもた

ちの学び

の姿 

 子どもた

ちは、授業

や学校生活

で自分の考

えを持ち、

主体的に学

習に取り組

んでいると

評価できま

すか。

（例：発表

や話し合い

への参加） 

・小学校 歌声集会では「感想を発表したい人？」の問いかけに、たくさんの

児童が手を挙げ自分の言葉で発表していました。高学年になると内容が被らな

いよう言葉を選び、お互いの意見を尊重するような場面もみられました。大勢

の人がいるなかで、堂々と発表する姿を見て、普段から自分の気持ちや考えを

みんなに伝えられるように環境づくりをされているのだと感じました。 

・小学校 学習発表会での様子は素晴らしいものでした。 

・中学校では、特に放課後学習や検定を受ける生徒さんが多く(実際多いかわ

からないですが)いることから。 

・中学校 個々の意見はしっかりあるのに、進んで発表する生徒は少ないよう

に思います。中学生(思春期)なのである程度仕方のないこととは思いますが、

自分の考えを進んで発言できるようになってほしいです。 

・中学校は放課後学習の出席率の高さから、主体性が充分に窺えます。 

・授業改善により、問題発見解決型の授業が行われ、問題を自分事として捉え

ることで、話し合い活動発表の機会が増え、主体的な学びになっていると思い

ます。 

2 

思いやり

の心と行

動 

 学校生活

の様々な場

面で、子ど

もたちがお

互いを尊重

し、思いや

りのある言

動をとる姿

があると評

価できます

か。 

・日頃の子どもたちの様子から、相手に対して思いやりを持って接する姿が見

られます。特に、他学年と交流を行うピア・サポートでは、上級生が下級生に

対して優しく温かく接する姿が見られました。 

・友だちと仲良く遊ぶ様子をいろいろな場面で見ていました。コロナ禍以降、

また交流が増えてきた実感しています。 

・参観などではみんな仲良く、協力し合っている印象があります。町会の行事

(世代間交流)やボランティア(スカイロード清掃)などで交流する子どもたち

も、みんな優しく協力的で、思いやりの気持ちを持って接してくれます。学校

は「いいとこみつけ」やピア・サポートなど、相手の気持ちを考えること、相

手の良いところを見つけられることなど心の教育に力を入れていると思いま

す。 

・運動会、記録会、学習発表会等を通じて、子どもたちがお互いを尊重し、思

いやりある行動をとる姿を見させていただきました。 

3 

安心・安

全な学校

生活 

 学校は、

子どもたち

が安心して

過ごせる、

いじめを許

さない安全

な環境づく

りに取り組

んでいると

評価できま

すか。 

・小学校低学年の子どもたちの表情が明るく楽しそうで安心しています。・子

ども同士でのトラブルへの介入や保護者の方への連絡等によっていじめを未然

に防ぐことができているのではないかと思います。・「いじめ」は、相手の受

け止め方でも異なった認識となる。でもアンケートなどで探知してくださって

おり、今後も安心できる環境づくりをお願いします。・「嫌な思いをしたらい

じめ」なので、いじめという概念は絶対になくならないものと個人的には思っ

ています。学校や家庭でできることは、相談しやすい環境づくりと解決に向け

て一緒に考えていくことだと思います。学校はいじめに関するアンケート結果

や、これを踏まえての取り組みなどをお便りに掲載し周知を図ると同時に、

様々な人と接する機会を設け、視野を広げられるような環境づくりにも努めて

いると感じます。・「いじめ」は大人の社会でもあるように、どこでも起こり

えます。なぜ、いじめが起こるのか、子どもたちとみんなでレクチャー＆話し

合う場みたいなものあると良いのかなと思います。 



 

4 
小中連携

の推進 

 第二小学

校と上幌向

中学校は、

9年間を見

通した「め

ざす子ども

像」の共有

や交流活動

などを通し

て、円滑な

連携を図っ

ていると評

価できます

か。 

・高学年の中学校訪問、歌声交流会、クリーン作戦、学習サポートなど子ども

たちが交流する機会があること。サポートしてもらっていた側が、サポートし

ていく側へと成長していく過程が経験できることはとても良いと思います。 

・中学校の合唱を聴いて、感動されている小学生がたくさんいる様子がありま

した。 

・小学校からほぼ持ち上がりの状態で中学校へ行くため、小中合同の取り組み

での交流(歌声集会など)や小中の「目指す子ども像」が共有されて、つながり

が意識されていると思います。 

・９年間の成長の様子をブログなどで観ることができ、小中の積み重ねがよく

されていると感じます。 

5 

地域と共

にある学

校づくり 

 学校は、

地域行事へ

の参加や地

域人材の活

用などを通

して、地域

社会の一員

としての子

どもを育て

る取り組み

を進めてい

ると評価で

きますか。 

・田植えや稲刈り体験など地域特性を生かした取り組み、コミュニティ市など

地域と学校が交流する場を続けていることはとても良いことと思います。た

だ、コミュニティ市などはどうしても大人が主体になってしまうため、子ども

たちが活躍(協力)できる環境でもよいのかなと考えます。(地域や PTA とも一

緒に考えていくことなのですが…)また、健全育成連絡協議会など地域と学校

との情報が共有される組織があることも評価できると思います。 

・クリーン作戦やコミュニティ市をはじめとして、地域の方々と子どもと大人

が共に活動し、子どもを育てる取り組みを行っていると思います。学校以上に

生き生きと子どもたちが活動していると思います。 

・中学校：学校評価の教職員と保護者が生徒に身に付けたい力の「地域と社会

に関心を持つ力」が０％となっている。残念。 

・会でも以前に言われていましたが、高校以降の子どもたちの進路が多岐にわ

たっており、地域の若手が残りにくい。魅力ある地域を今後目指していけたら

と思います。 

6 
積極的な

情報発信 

 学校は、

学校だより

やブログな

どを通し

て、教育活

動の様子や

子どもたち

の姿を、保

護者や地域

に分かりや

すく積極的

に発信して

いると評価

できます

か。 

・先生方は多忙でありながらも情報発信に力をいれていると思います。ブログ

を読み子どもたちの様子を知れることが安心へと繋がっています。 

・ブログ大変楽しみにしています。(コラムも興味深く読ませてもらっていま

す)先生方には、ご負担かと存じますが、是非続けて頂けるとうれしいです。 

・両校の学校だよりは、毎月楽しみにしている地域の方が多数います。 

・小中学校の両方で、学校だよりやブログによる情報発信について、保護者の

方より肯定的な意見を頂けているため、評価できると思います。 

・小学校の様子が中学校より少ない。学年が多岐になるのもあるが、見て子ど

もたちの生活を実感したい。 

7 

学校運営

方針の実

現 

 学校は、

学校経営方

針やグラン

ドデザイン

に沿って、

教職員が一

丸となって

組織的に取

り組んでい

ると評価で

きますか。 

・児童生徒のアンケート結果をみると、授業がわかりやすい、学校が楽しいな

ど肯定的な意見です。学校訪問を通じての授業参観や学校祭、運動会、学習発

表会などでは、仲間と協力して取り組む姿、練習の成果、時間内にうまくプレ

ゼンする様子など、子どもたちが頑張っているところをたくさん目にしまし

た。主体は子どもであると先生方の共通意識も窺えました。 

・小中共に校長を中心に、充分信頼に応えていると思います。 

・学校経営方針やグランドデザインの細やかな変更でも全教職員へ周知がされ

ているため、一丸となって組織的に取り組んでいると評価します。 

・研究会をはじめ、地域の子どもたちのために尽力くださり感謝してます。 



 

8 

信頼に応

える学校

運営 

 学校は、

保護者や地

域の意見を

尊重し、信

頼に応える

学校運営を

行っている

と感じます

か。 

・様々な考え方があり全てにおいては難しいところです。お互いの思いは伝わ

らないかもしれませんが、どのような場面でも向き合うことが大切だと思いま

す。学校はいつでも相談しやすい仕組みになっており、保護者や地域と向き合

っていると思います。 

・ＰＴＡ内であがった意見については、尊重して頂けていると強く思います。

ですが、今回保護者からアンケートで声がいろいろとあがったような、役員以

外の声にもコメント以外でも対応して頂けることを信じています。 

・保護者や地域の意見が全て通るではないですが、どの方からの意見も吸い上

げて、より良い学校運営を行っているのではないかと思います。 

・保護者の声によく耳を傾けてくださり、ありがとうございます。 

9 

学校運営

協議会機

能 

 学校運営

協議会での

意見や提案

が、両校の

学校運営の

改善に反省

されている

と感じます

か。 

・PTA 活動でも意見はすぐに反映されました。できることできないことにつ

いては話し合いの中で解決し、どの組織も意見や提案はしやすい環境であり、

意見を尊重してくれていると感じます。 

・地域の見守りや自転車の危険な乗り方など、地域の課題などとしてあげられ

た事案に対して、実際に活動が行われているため、反省されていると思いま

す。 

・意見をすくい上げてくださり、また話し合いしやすい会と感じています。 
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【総合所

見】学校

への期待 

 今後、子

どもたちの

未来のため

に学校に期

待すること

さらに良く

するための

アイデア、

応援メッセ

ージなどが

ございまし

たら、ご自

由にお書き

ください。 

・小規模校ならではの良さを生かし先生方の手厚い教育を受けられているこ

と、地域として保護者として大変感謝しております。これからも変わらず、先

生方の知識や経験を子どもたちに伝えていってほしいです。 

 余談ですが、中学校の評価アンケート質問１３の結果で、保護者と先生との

見解が分かれている部分があり大変興味深かったです。保護者が思っている以

上に生徒は学校では努力しているのかもしれません。 

・小さないじめ(悪口)が、ごじれて大きないじめになる前に、対応しておられ

ることと思います。先生方は、アンテナをはりつづけなくてはらないでしょう

から、心も身体も相当なご負担があろうとお察しします。いつもありがとうご

ざいます。先生方の心と身体も大切になさってくださいね。 

・「大器晩成」自分の能力を発揮する時期はそれぞれです。種まきをし、肥料

を与え、じっくり育てていただきたいと思います。 

・地域が一体となって、子どもたちを温かく見守ることで、安心・安全な暮ら

しが保障され、学校生活を送ることができていると思います。教職員としてだ

けなく、地域の大人としても子どもの成長を見守り、尽力したいと思います。 

・倫理、人として正しい道への指導願います。 

・人として変えてはいけない価値観・尊重しなければならない事を子どもたち

が体験できる場を提供できると良いと思います。基本的に家庭の責任が１０

０％ですが、町会も世代間交流などで場を設定できると良いと思います。 

・地域の子どもたちの様子は、外遊びや登下校で目にしていますが、一人ひと

りの「がんばり」を知るのは学校からのは発信が大きいです。これからも子ど

もたちの良さをたくさん伝えてください。 

・上幌向中は、文化部・運動部ともにもう一つぐらい部活の選択肢があると良

いかなと思います。 

・第二小は、体育館の照明をＬＥＤにしてあげると、明るくなり、様々な面で

プラスになると思います。 
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Ⅵ 資 料 

＊保護者等への公開資料 
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